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１．企業の概要 

1） 事業所名及び代表者名 

小菱商事株式会社 

代表取締役社長 鬼塚 誠  

2） 所在地 

東京都中央区日本橋大伝馬町２－７ 

3） 環境責任者 

   代表取締役専務 寺内 字郎 

4） エコアクション２１ 連絡担当者（ＥＡ２１事務局） 

総合管理部 管理課 諸星 龍太郎 

     ＴＥＬ 03-3664-0161   ＦＡＸ 03-3666-8462 

5） 登録活動の範囲 

産業用繊維資材、鉄鋼・線材製品、化成品・合成樹脂の原料・製品、産業機械類の販売 

6）事業の規模（令和 5 年 3 月期） 

従業員  26 名 

資本金  10,000 万円 

年  商  3,022 百万円 

床面積  546.16 平方メートル 

 

２．環境経営方針 

｢環境経営方針｣ 

小菱商事株式会社は、商事会社としての社会的責任を自覚し、企業活動を行うにあたり、地球環境の保全および限り

ある資源の有効利用に努め、持続的継続を目指し質的向上を進めていきます。 

小菱商事株式会社は、お取引をいただく全てのお得意様に原料から製品までを提供する企業活動において、地球環境

への関わりを認識評価し、下記の通り行動方針を定め全従業員に周知し、全員参加で取り組む事とします。 

 

１．地球温暖化防止のためエネルギー使用量の削減に努めます。 

２．節水等省資源に努めます。 

３．廃棄物の発生を抑制し廃棄物のリサイクル化を図ります。 

４．環境に関する法規制および行政の環境施策を遵守し、環境保全に努めます。 

５．環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。 

 

令和 4 年 6 月 10 日 

小菱商事株式会社 

代表取締役社長 鬼塚 誠 
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３．実施体制＆役割分担                        

 

 

 

区  分 役割・責任・権限 

代表者 

・ 環境経営方針を定める 

・ 環境管理責任者を指名 

・ ＥＡ21 活動に関する、資源（人材・資金）を用意 

・ システムの見直しの指示 

環境管理責任者 

・ システムの実行総責任者 

・ システムの実績・経過を代表者に報告 

・ システムの見直しをする為の資料のまとめ 

・ 環境経営目標・環境経営活動計画の見直し 

・ 代表者へ活動報告と改善提案 

事務局 

・ 環境経営目標の立案 

・ 環境経営活動計画の立案 

・ 文書作成、管理 

・ 環境教育の実施 

・ 環境経営活動の実績管理 

・ 環境経営活動の監視・評価 

各社員 
・ 作業教育の実施 

・ 活動の実施と運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

代表取締役社長  

環境管理責任者 

代表取締役専務 

各社員 

 

事務局 

事務局  
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４．令和 4 年度環境経営目標（3 ヶ年計画） 
 

大 項 目 

 

項 目 名 

 

令和 4 年度 

 

 

令和 5 年度 

 

令和 6 年度 

（1） 

二酸化炭素削減 

 

電力消費量の削減 令和 3 年度 

使用量実績に対し 

0.2％削減 

新ビル初年度の為 

使用量把握 

使用量把握後目標

設定 

車両燃料消費量の削減 令和 3 年度対比 

燃費 0.05％向上 

令和 3 年度対比 

燃費 0.11％向上 

令和 3 年度対比 

燃費 0.16％向上 

二酸化炭素排出量 

の削減 

令和 3 年度比 

0.01%削減 

新ビル初年度の為 

使用量把握 

使用量把握後目標

設定 

（2） 

廃棄物削減 

 

コピー用紙投入量 

の削減 

令和 3 年度 

実績に対し 

0.38％削減 

令和 3 年度 

実績に対し 

0.76％削減 

令和 3 年度 

実績に対し 

1.14％削減 

（3） 

廃棄社内在庫の削減 

 

廃棄社内在庫の削減 令和 3 年度 

実績に対し 

0％削減 

令和 3 年度 

実績に対し 

0％削減 

令和 3 年度 

実績に対し 

0％削減 

 

5．環境経営活動計画の取組 

 環境経営目標 活動計画 －具体施策－ 

1 電力消費量の削減 ① 必要のない場所の消灯・空調ＯＦＦ 

② 事務所内に温・湿度計を設置 

③ サーキュレーターで空気を循環させる 

④ 室内温度の夏２８℃・冬２２℃ 

⑤ 時間帯・外気温・湿度などに合わせて空調設定温度をこまめに調整する。 

⑥ 夏と冬でエアコンの風向きを変える 

⑦ 暖房便座の蓋を必ず閉める 

⑧ ＰＣ電源管理・帰宅時コンセントを抜く 

2 

 

車両燃費消費量の削減 

（燃費の向上） 

・ハイブリッド車の投入 

・車輌の燃料使用量と走行距離のチェック 

・エコドライブ推奨による燃費向上を図る 

① ふんわりアクセル 

② 加減速の少ない運転 

③ エアコンの使用は適切に 

④ 空気圧チェック 

⑤ 不要物を積まない 

3 

 

コピー用紙投入量の削減 ① ペーパーレス 

② 裏紙使用 

③ 両面・集約印刷の実施 

④ 印刷が必要なのか考える 

⑤ プロジェクター導入(会議時使用) 

4 

 

廃棄社内在庫の削減 ① 廃棄物の中の一般と社内在庫を切り分ける 

② 社内在庫数量の最適化を把握する 
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6．環境経営目標の実績とその評価 

 項目 単位 
基準 

（令和 3 年度）  

目標 

（令和 4 年度） 

実績 

（令和 4 年度）  
達成状況 
(目標比) 

1 電力消費量の削減 

 

評価 5%許容 

KWH 39,470 39,391 23,745 
〇 

60.28％ 

2 車両燃料消費量の削減 

(燃費の向上) 

評価 5%許容 

㎞/ℓ 17.75 17.76 17.68 
○ 

99.54％ 

3 コピー用紙投入量の削減 

 

評価 5%許容 
枚 130,500 130,000 130,000 

○ 

目標達成 

4 廃棄社内在庫の削減 
ｔ 0 0 0 

〇 

なし 

5 二酸化炭素排出量の削減 

 

評価 5%許容 

Kg‐

CO2 
24,544 24,542 16,745 

〇 

68.22% 

1. 評価基準 増加目標   95％以上・・・〇   94%以下・・・× 

削減目標  105％以下・・・〇  106%以上・・・× 

2. 電力のＣＯ２排出係数については、0.451kｇ-CO2/kwh(実排出係数)を使用 

3. 二酸化炭素の排出削減項目について 

   当社では、電力、ガソリン、都市ガスが二酸化炭素排出要件になります。 

4. ガソリンについては、営業活動に於いて仕事量が増加すると使用量が増加するが、 

車両燃費の原単位の管理に取組んでいます。 

 

7．次年度の取り組み内容 
 活動計画 －具体施策－ 

令和 4 年度の実績を踏まえて 

電力消費量の削減に取り組む 

①必要のない場所の消灯・空調ＯＦＦ 

②事務所内に温・湿度計を設置 

③サーキュレーターで空気を循環させる 

④室内温度の夏２８℃・冬２２℃ 

⑤時間帯・外気温・湿度などに合わせて空調設定温度をこまめに調整

する。 

⑥夏と冬でエアコンの風向きを変える 

⑦暖房便座の蓋を必ず閉める 

⑧ＰＣ電源管理・帰宅時コンセントを抜く 

令和 4年度の実績を踏まえて 

車両燃料消費量の削減に取り組む 

・ハイブリッド車の投入 

・車輌の燃料使用量と走行距離のチェック 

・燃料使用量の累計を記録 

・エコドライブ推奨による燃費向上を図る 

① ふんわりアクセル 

② 加減速の少ない運転 

③ エアコンの使用は適切に 

④ 空気圧チェック 

⑤ 不要物を積まない 

令和 4年度の実績を踏まえて 

コピー用紙投入量の削減に取り組む 

① ペーパーレス 

② 裏紙使用 

③ 両面・集約印刷の実施 

④ 印刷が必要なのか考える 

⑤ プロジェクター導入(会議時使用) 

引き続き廃棄社内在庫の削減に取り組む ① 一般廃棄物と廃棄社内在庫の区別の厳格化 

② 社内在庫数量の適正化 
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8．環境関連法規制への違反、訴訟等の有無 

 該当する環境関連法規 義務事項 遵守評価 

1 下水道法 ・油、有害物質は流さない 違反なし 

2 一般廃棄物 ・行政分別指導により実施 〃 

3 廃棄物処理法 

・産業廃棄物保管場所基準の遵守 

・産業廃棄物委託契約の締結 

・産業廃棄物マニフェストを収集運搬/処分委託

業者へ 

 交付し回収する 

・マニフェストの前年度交付状況の報告（知事） 

〃 

4 化学物質（RoHS 指令・REACH 規則） ・営業に確認 〃 

5 家電リサイクル法 ・買替時にリサイクル料の支払い 〃 

6 自動車リサイクル法 ・買替時にリサイクル料の支払い 〃 

7 
都民の健康と安全確保に関する条例 ・エコドライブ 

・アイドリングストップ 
〃 

8 
中央区廃棄物の処理及び再利用に関

する条例 

・廃棄物の減量 

・廃棄物の適切な処理 
〃 

9 フロン排出抑制法 
・簡易点検 

・目視確認 
〃 

 

※ 環境関連法規制の遵守評価の結果問題ありませんでした。 

なお、過去３年間にわたり関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟・苦情もありませんでした。 

 

9．活動の推移 
 

 
項目 単位 令和 2 年度実績 令和 3 年度実績 令和 4 年度実績 

1 電力消費量の削減 KWH 31,803 39,470 23,745 

2 都市ガス消費量の削減 ㎥ ※164 ※186 0 

3 
車両燃料消費量の削減 

（燃費の向上） 
㎞/ℓ 17.72 17.75 17.68 

4 コピー用紙投入量の削減 枚 131,000 130,500 130,000 

5 二酸化炭素排出量の削減 
Kg－ 

CO2 
20,471 24,544 16,745 

6 一般廃棄物排出量の削減 ℓ ※9,335 ※10,815 ※測定不可 

7 産業廃棄物排出量の削減 ｔ 2.25 0 0 

8 総排水量の削減 ㎥ ※231 ※258 ※155 

電力の CO2 実排出係数 0.451kg-CO2/kwh を使用 

実績値※印 維持項目 

令和 4年度の一般廃棄物については仮事務所のビル管理会社の清掃会社が回収の為、測定不可。 
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10．代表者による全体評価と見直しの結果 
 項目 見直しの有無 評価コメント 

1 環境経営方針 なし 環境経営方針は継続とする。 

2 環境経営目標 あり 2023 年 10 月に新社屋に引越をする為、初年度は数値把握とする。 

3 環境経営活動計画 なし 環境経営活動においても的確な計画を立て誠実に遂行を継続する。 

4 代表者の全体評価 - 

仮事務所での活動 2 年目となり仮事務所での事業活動も残すところ

あとわずかとなった。今までと同様に人のいない場所は消灯、こま

めな室温調整で良好な事務所内環境となっており、エコ運転も意識

づいていて全社的によく取り組めている。 

新社屋は「建築物エネルギー消費性能基準」に適合しており、照明

器具変更（蛍光灯→LED）、エレベーター設置中止に伴う電力の不

使用、空調室外機グリーン購入法調達基準適合品使用など環境に配

慮した建物とした。 

10 月に新社屋へ移って心機一転、過度な目標設定はせずに身の丈に

あった活動を継続できることを前提に今後も活動していければと思

う。 
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11．活動トピックス 

１）節電 

  仮住まいの事務所で節電を意識しすぎて業務の効率が悪くならない程度に事務所の室内環境を維持するこ

とを目標に活動しました。ビルの６階に仮事務所があるので夏季の外気温が高い状況下においても社員の協

力で空調温度のコントロールや、社員のいないところは消灯することを徹底いたしました。その結果二酸化

炭素の排出量の削減に大きく貢献いたしました。 

 

 

 

 

電力の CO2 実排出係数 0.451kg-CO2/kwh を使用 
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２）営業車の燃費の改善 

 二酸化炭素排出量の削減に大きく関係する営業車の燃料使用量の削減では、燃費の改善に努力をいたしました。

ハイブリッド型の新車を導入し大幅な燃料の削減を行いました。また昨年に引き続きここ数年間の営業車の使

用頻度や使用用途の見直しを行ないました。その結果、役員車の入替を行ない、役員車を営業車としても使え

るように運用を変更致しました。 

＊新車の導入 

       

（平成 29年 8月購入）               （令和 3年 10 月購入）   

       

    (令和 4 年 10 月購入) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17
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18
18.5

19

燃費 km/ℓ
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3）地域クリーン活動 

環境美化への取り組みとして毎年 5 月 30 日（ごみゼロの日）に近い日曜日に町会による区内の一斉清掃に

参加しております。長年の活動が評価され、この度感謝状贈呈式に招かれました。引き続き地域の環境美化

に努めます。 

 

【当社の二酸化炭素排出量と構成】 

 
電力の CO2 実排出係数 0.451kg-CO2/kwh を使用 

 

令和4年度 二酸化炭素排出量 16,745kg-CO2

電力 10708kg-CO2 ガソリン 6036kg-CO2



 11

 
                            ※令和 4 年からガスの使用は停止した 

 

※令和 4 年廃棄物回収がビル契約の清掃会社の為把握不可    ※平成 30 年・令和 3 年・令和 4 年産廃なし 
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4）小菱商事新築ビル建設に伴う環境に優しい取り組みに関して 

 【建築物エネルギー消費性能基準に適合】 

 

1.エレベーターを設置せず階段を使用 

2.一部（給湯室、廊下）を除きブラインドを設置 

3.照明は全て LED を採用 

4.外壁面のサッシには Low-e 複層ガラスを採用 

5.全熱交換器の採用、バイパス運転を実施 

6.屋根、壁、床などポリスチレンフォーム、ウレタンフォームで適切に断熱 

7.遮熱トップコートを屋上の防水立上り面に塗布 

8.全便座に音発生器有りトイレ用水を節約 

9.トイレ洗面に自動水栓を設置 

10.節水型トイレの使用 

11.低騒音型機器の使用、防音・防振設備の設置などにより騒音・振動を防止空調室外機には防振ゴムを設置 

12.タイルカーペットは 4つの環境ラベル（グリーン購入法適合品、グリーンラベルプラス、エコマーク、エコ

リーフ）を取得した、環境配慮型商品を使用。（応接室はグリーン購入法適合品、グリーンラベルプラスの 2

つの環境ラベル） 

13.コンクリート型枠は転用して使用 

14.バックホウ、杭打機は低騒音型重機を使用 

15.外壁の塗装部分は、耐久性の高いフッ素塗装を採用 

16.建替え工事前の既存棟解体時には、石綿飛散漏えい防止マニュアルに基づき、適切に管理の上解体 

＊次回活動レポートの発行予定・・令和 6 年 6 月                    以上                               


